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(Abstract)

PracticalJapaneseLanguageTeachingSessionsI&ⅡWeredeliveredbytheCenter

forInternationalEducationandResearch(CIER)in2007.ThisReportfわcusesonthe

"PracticalJapaneseLanguageTeachingSessionⅡ"onAugust22/23,2007."Practical

JapaneseLanguageTeachingⅡ"subtitled"SummerHomeworkHelpers:Leaning

SupportUsingtheFirstLanguageofForelgnLearnersM･ThisprqJeCtWasdelivered

undertheausplCeSOfSuzukaandMatsuzakaCityBoardofEducation.

Theprq】ectaimedtoprovidechildrenoffbrelgnOrlglnWithanopportunltytO

considerthelifeoffわreignstudentswhovisitedJapanfrom distantplacestostudy

Japanese,theimportanceoflearning,andtheirownfutureinJapan. Wewere

accompaniedby 10forelgnStudentsfrom ouruniverslty,andvisitedSakuraJlma

ElementarySchoolinSuzukaCityonAugust22nd,2007andtheRinpokanbuilding

inMatsuzakaCityonAugust23rd,2007･ThefbrelgnStudentstaughtmathematics

andgavesummerhomeworkhelpaswellasplayedgamesorlglnatinglntheirhome

countrieswiththechildren･TheforeignStudentsusedtheirfirstlanguages;Spanish,

Portuguese,TagalogandChinesesothatthechildrencouldunderstandeasily.

Thetwodaysweremeaningfullearningexperienceforboththechildrenandthe

universltyStudents･Theprojectalsoenjoyedpopularltyamongtheelementaryschool

teacherswhoparticlpated･

キーワード:留学生､在住外国人､外国籍児童､母語､学習支援活動

1.はじめに

三重大学国際交流センターでは､2007年度の三重大学国際交流基金(1)の助成を受け､

『実践 :日本語教育 Ⅰ&Ⅱ』を行った｡本事業は､平成 16年 8月28日に行った同基金の

助成によるボランティア日本語教師養成講座 『実践 :日本語教育』の継続事業であり､2

に示すように2本立ての企画である｡ 先号では､『実践 :日本語教育 Ⅰ&Ⅱ』におけるボ
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三重大学国際交流センター紀要 2009 第4号 (通巻第 11号)

ランティア日本語教師養成講座 『実践日本語教育シンポジウム』(07.9･1･)を報告した

が､本号では 『夏休みの宿題の助っ人 :留学生の母語による学習支援』(07･8･22･/8･23･)

を報告する｡

2.『実践 :日本語教育 Ⅰ&Ⅱ』の概要

まず､先号と重複するところがあるが､『実践 :日本語教育 Ⅰ&Ⅱ』の概要について述

べる｡ 『実践 :日本語教育Ⅰ』は､地域の国際交流と異文化理解および地域の日本語指導
への貢献を共に考える場として､2007年 9月 1日に本学メディアホールにてボランティ

ァ日本語教師養成講座を開催した｡今回 『実践 :日本語教育』の主たる目的は次の3点で

ある｡ ①国際交流センターが地域のボランティア日本語教師と交流を深めることにより､

知識や経験を交換し､地域の日本語指導､地域の国際交流や異文化理解の一助となること､

②日本語教育専門家による実際の指導に応用できるモデル授業を通して､ボランティア日

本語教師の指導技術の質的向上を図ること､③日本語指導のための実践的な研修の場とし

て大学が担える役割について､再度検討する機会とすることである○

『実践 :日本語教育Ⅰ』は､｢話す｣というスキルの上達をテーマとした○午前では､

どのような指導がこれまで自分の会話力の向上に役立ったか､いかにして現在の会話力を

身につけたか､4人の日本語学習者が体験を述べた○鈴鹿国際大学4年のヒリー ･アサジ

さん (インドネシア)､松阪市教育委員会母語スタッフのウボン･ナカタさん (タイ)､三

重大学大学院の王智鵬さん (中国)､同大学大学院のカルロス ･オチャンテ ･村井さん

(ペルー)が発表を行った｡また､午後には､早稲田大学大学院日本語教育研究科の川口

義一教授を招き､｢日本語指導の秘訣 一 学生を乗せて､上達させる教室活動一挙紹介 !｣

と題して講演会が開催された｡さらに､国際交流センターで学ぶ初級後半から中級レベル

の留学生合計 8名を対象に､モデル授業が行われた○会場の出席者には､日頃の指導にす

ぐ応用できるテクニックが学べたと大好評だった｡

もう一つの企画である 『実践 :日本語教育 Ⅱ』は､サブタイトルが 『夏休みの宿題の

助っ人 :留学生の母語による学習支援』と称し､福岡が 10名の本学の留学生とともに､

2007年 8月22日は鈴鹿市桜島小学校､8月23日は松阪市第 2隣保館へ赴き､外国籍の子

供たちへ学習支援および進路相談を行った○留学生がスペイン語､ポル トガル語､タガロ

グ語､中国語などを使って､外国籍の子供たちのわかる母語で､算数や夏休みの宿題を教

ぇたり､留学生の国の遊びを一緒に遊んだりした○子供たちにも留学生にとっても､有意

義な2日間を過ごすことができた｡2日間で60名の小中学生が来てくれた｡

以下､3では 『夏休みの宿題の助っ人 :留学生の母語による学習支援』の背景と学習支
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『実践 :日本語教育Ⅰ&ⅠⅠ2007』企画実施報告- (2)

援活動スケジュール､4では留学生による学習支援の内容や留学生による研究発表につい

て報告し､最後に 『夏休みの宿題の助っ人 :留学生の母語による学習支援』から見えてく

るものと今後の課題について考える｡

3.『夏休みの宿題の助っ人:留学生の母語による学習支援』の背景及び活動スケジュール

3.1 『夏休みの宿題の助っ人 :留学生の母語による学習支援』の背景

近年､｢日本語を母語としない｣児童生徒が全国の小中学校等に増加し､これらの児童

生徒に対する教育的課題には､国や教育行政に関わる担当者ばかりでなく､研究者､

NPO､学校現場の教員やボランティアなど､共に新しい教育的課題として取り組もうと

する動きが全国で展開されている｡

三重県においても､在住外国人が増加し(2)､定住化傾向にある一方､不就学児童の増加

や ｢日本語を母語としない｣児童生徒への日本語指導や適応指導などの面で､様々な課題

が大きくなってきている｡ 四日市市や鈴鹿市では､行政が積極的にこの間題に取り組んで

いる地域でもある｡

実施するにあたり､まず､できることから始めることにし､留学生の母語による学習支

援活動を行うことにした｡外国籍の子供たちに､遠い国々からわざわざ日本へ来て勉強す

る留学生の存在や､学ぶことの大切さ､そして､これから日本で生きていく自分たちの将

来について､考える機会となってほしいという願いを込めて実施することにした｡幸いに

して､三重県教育委員会の小中学校教育室の紹介により､鈴鹿市教育委員会および松阪市

教育委員会の後援を得ることができた｡両教育委員会を通じて､実施前に会場となる小学

校や日本語教育施設機関を訪問して打ち合わせを行うとともに､取り出し授業や放課後の

外国籍児童への取り組み等について話を伺う機会を得た｡

3.2 留学生による学習支援のための活動スケジュール

1)｢夏休みの宿題の助っ人｣の学習支援へ参加協力してくれた留学生(3)

外国籍児童への学習支援の趣旨に賛同し参加してくれた留学生は､下記の通りである｡

ポルトガル語話者 :クリスティーナ･ヤマネ (京都外国語大学)､マレーレ･サイトウ (フ

リー)､スペイン語話者 :カルロス･オチャンテ･ムライ (三重大学)､クエルボ･ジラルド･

ノルマ (同)､ゴメス ララ ホナス (同)､タガログ語話者 :オブレシオ･メルシー･ベラ

(同)､ラヤット･グレン･パタンガン (同)､中国語話者 :郁丹 (同)､陳林妹 (同)､寺田

素子 (三重大学 ｢日本語学習サポートサークル｣メンバー)､鹿田千佳子 (同)

- 51-

『実践 :日本語教育Ⅰ&ⅠⅠ2007』企画実施報告- (2)

援活動スケジュール､4では留学生による学習支援の内容や留学生による研究発表につい

て報告し､最後に 『夏休みの宿題の助っ人 :留学生の母語による学習支援』から見えてく

るものと今後の課題について考える｡

3.『夏休みの宿題の助っ人:留学生の母語による学習支援』の背景及び活動スケジュール

3.1 『夏休みの宿題の助っ人 :留学生の母語による学習支援』の背景

近年､｢日本語を母語としない｣児童生徒が全国の小中学校等に増加し､これらの児童

生徒に対する教育的課題には､国や教育行政に関わる担当者ばかりでなく､研究者､

NPO､学校現場の教員やボランティアなど､共に新しい教育的課題として取り組もうと

する動きが全国で展開されている｡

三重県においても､在住外国人が増加し(2)､定住化傾向にある一方､不就学児童の増加

や ｢日本語を母語としない｣児童生徒への日本語指導や適応指導などの面で､様々な課題

が大きくなってきている｡ 四日市市や鈴鹿市では､行政が積極的にこの間題に取り組んで

いる地域でもある｡

実施するにあたり､まず､できることから始めることにし､留学生の母語による学習支

援活動を行うことにした｡外国籍の子供たちに､遠い国々からわざわざ日本へ来て勉強す

る留学生の存在や､学ぶことの大切さ､そして､これから日本で生きていく自分たちの将

来について､考える機会となってほしいという願いを込めて実施することにした｡幸いに

して､三重県教育委員会の小中学校教育室の紹介により､鈴鹿市教育委員会および松阪市

教育委員会の後援を得ることができた｡両教育委員会を通じて､実施前に会場となる小学

校や日本語教育施設機関を訪問して打ち合わせを行うとともに､取り出し授業や放課後の

外国籍児童への取り組み等について話を伺う機会を得た｡

3.2 留学生による学習支援のための活動スケジュール

1)｢夏休みの宿題の助っ人｣の学習支援へ参加協力してくれた留学生(3)

外国籍児童への学習支援の趣旨に賛同し参加してくれた留学生は､下記の通りである｡

ポルトガル語話者 :クリスティーナ･ヤマネ (京都外国語大学)､マレーレ･サイトウ (フ

リー)､スペイン語話者 :カルロス･オチャンテ･ムライ (三重大学)､クエルボ･ジラルド･

ノルマ (同)､ゴメス ララ ホナス (同)､タガログ語話者 :オブレシオ･メルシー･ベラ

(同)､ラヤット･グレン･パタンガン (同)､中国語話者 :郁丹 (同)､陳林妹 (同)､寺田

素子 (三重大学 ｢日本語学習サポートサークル｣メンバー)､鹿田千佳子 (同)

- 51-



三重大学国際交流センター紀要 2009 第4号 (通巻第 11号)

2)当日までの留学生の活動スケジュール

本活動の活動趣旨を留学生に理解 してもらうため､賛同を得た留学生に､当日まで 5回

に渡るミーティングを行った｡

ミーティング 日 程 活 動 内 容

第 1回 4月27日 (金) 参加留学生の初顔合わせ､趣旨説明

第 2回 5月25日 (金) ｢国の紹介｣および ｢自分の研究の紹介｣のパワー
ポイント作成､母語チラシの各国語版の作成

第 3回 6月29日 (金) 宿題への指導方法､算数シー トの指導方法につい
ての検討

第4回 8月 3日 (金) パワーポイントの発表練習､遊びの練習 (於 .'体

3)実施場所 :

8月22日 (水)鈴鹿市桜島小学校

8月23日 (木)松阪市第二隣保館

4)当日スケジュール

右のチラシで示 したように､午前と

午後の2回に分け､学習支援活動を行っ

た｡また､留学生による国の紹介､大

学で行っている研究の紹介､国の遊び

を紹介 した｡このチラシは､ポル トガ

ル語､スペイン語､タガログ語､中国

語に翻訳 し､関係機関に事前配布した｡

4.留学生の学習支援活動

4.1 算数のプリントと宿題の支援

小学校 1年生より6年生までの算数

の計算 ドリルを使って支援活動を行っ

た｡留学生と一緒に､子供たち自らが

苦手とするところの計算問題を選んで

もらい､留学生が母語を使って教えた｡

掛け算や割り算を選ぶ子供たちが多かっ

エスペランサ教室

いっぼ教室

ir)72m1年?員 ､誤 称 ､仙lけ7ZdB7年&JIm 抑 卓戎認雷管:融蝕 : Y/;_Jf
包牡 ･̂ I帥～日掛 地 んa縫醜蜘 醸

琵琶Ⅷ 四匹鳩璽ヨEはIt僻 -ほ･W ･
毛細 l蜘 ti

朝 敵記為鮎 怒愚才

'iqk:lk J即 搬 !

わボルトかJLii スベイtf ､タガロつま 串藍 を竜虎とす魂 煙室たちbi.

皆等堅血 Lt昔や晋盛でわから乱 ､こと司盛まま1.

● 肯血痛みがあ ったら でき淋 半生谷蕃えたいと蓋ってL､ま7T.

● 主鎖 葦で嘗要してL鵬 を地う芥しなbiら､箸要す盛 しき舶 て鳥篭する

白鴎をお墓LLたいと登 っています.

● 管掌堅dBq選びや垂を打許したりして.空自=軌:蓋しく虫こしたLlと蓋っています.
● お等きん 戚 さんT=BもどうぞL､らしてくた乱 t.由 もしております.

● 肖甘地 適いますd)で､』塞くT=一乱､.盤 は盛 をお魚もくだ乱t.

向い主わ1亜=呈出 鹸 重態セン5卜 轍 L;LB-J#)

ボルトb-JL畠= スベイ:虐･
夕方ロガ喜= 串藍 :

暮こ戯 旺盛盤‥白地 背(I)主弥轟d)議っ山
茎麗二三盛 男蟻酸好意セッタ･日.嶺轟態棄簸
好鹿=適繭感官暴舷 :.搬 着意 oS臓 -9榊
地象等藩蛙又集ま配慮舶卜細

た｡ また､子供たちが持参してきた図画や工作などの宿題を､留学生が 手伝った り した｡
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『実践 :日本語教育Ⅰ&ⅠⅠ2007』企画実施報告- (2)

4.2 国の紹介と自分の研究の紹介

1)ポル トガル語グループ

●ブラジルの紹介 マレーレ･サイトウ

●自分の研究の発表 クリスティーナ･ヤマネ

大学で英語やコミュニケーション学を学ぶ楽しさを発表した｡
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2)スペイン語グループ

●スペイン語圏の紹介 クエルボ･ジラル ド･ノルマ､ゴメス ララ ホナス

スペインの大航海時代の歴史にも触れながら､スペイン語が話されている国の紹介を行った｡
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eQue es la inmigraci6n?

Carlos Ochante

Universidad de lvtie Dp.Humanidades
2do afro Posgrado

Los extranjeros en Japon
t '

:.:.,.:,i:l..'''Br--
. aEl numero de extranjeros en Jap6n?
. Numero de extranjeros: Aprox. .:: j,r:::::.,i':::.

. Nurnero de nifios:Aprox. 300 mil
r Nifros con necesidad de clases de japones:

r Aprox. 20 mil

Hacer encuestas para saber lo
qr. los nifros piensan

ry
n Hacer Preguntas sobre i,que?
' l,Sobre estudio: Japon6s, matematicas,

etc.

r 2,Sobre la familia: idioma con elque
hablas con tus padres, hermanos,
amigos etc.

ecomo vemos lo que piensan

r Pregunta modelo:

r l,Que curso puedes mds?

aPorque venimos a Japon?

『実践 :日本語教育Ⅰ&ⅠⅠ2007』企画実施報告- (2)

●自分の研究の発表 カルロス ･オチャンテ ･ムライ

ブラジル人の移民の歴史にも触れながら､訪問先のエスペランサ教室といっぼ教室の子

供たちが､どんな教科が苦手とするか､会場でアンケー ト調査をし､その場で集計結果を

子供たちに見せた｡

LainmlgraCi6ny
Losn的osextranjerosenJapon

CarlosOchante

Universidadde…ieDp.Humanidades
2doaFioPosgrado

LasituacibndelosnJJFiosextranjeros
enescueJasJaPOneSaS

｡NumerodeniRos:Aprox.300mi‡

～N柄osenescuelasjaponesas

'NiFiosenescuelasextraqeras
(braziIeras,peruanas)

.乙N柄osquenovanalaescuela?
JN的osconnecesidaddecfasesde

JaPOneS:Aprox.20mi‡

Hacerencuestaspar°saberlo
queFosniRospFenSan

AHacerPreguntassobre乙qU岳?

･1.Sobreestudio:Japon色S,matematicas′
etc.

･2.Sobrelafamilia:idiomaconelque
hablasconモuspadres′hermanos′
amigosetc.

LPorquevenimosaJapbn?

LosextranJerOSenJapon

乙ElnumerodeextranjerOSen]apdn?
Numerodeextranjeros:Aprox･
Numeroden的os:Aprox.300miJ
Nifiosconnecesidaddeclasesdej叩OneS:
Aprox.20mll

､謬 撃転 滅 轟 撃掩

乙ComovemosloquepfenSan
Josn的os?

ヤPreguntamodelo:

'LQuecursopuedesmss?
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3)タガログ語グループ

●タガログ語圏の紹介 オブレシオ ･メルシー ･ベラ
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『実践 :日本語教育I&II2007』企画実施報告- (2)

●自分の研究の発表 ラヤット･グレン･パタンガングレン

工学部での研究を子供たちにわかりやすく説明した｡

4)中国語グループ

●中国の紹介 :陳林妹 (三重大学)

中国の国歌を披露するなど､楽しく中国の紹介を行った｡

中国簡介

今天拾大家介堵-些中国的事情,比如

塊中国国旗,国歌,一些地理知堺,放酵

景点,特色小吃等等｡希望能辻大家更了
解自己的母国一中国｡

2.中国国歌

中学人民共和国国歌是《又勇等逆行曲》｡中
年人民共和国国歌由埼人田況作詞､昔朱家
長耳作曲,創作干1935年D

●̀起乗 !

不原倣奴東的人肌 !

把我Il､]的血肉.筑成我1rl新的攻城

中年民族到了最危随的8寸侯,
毎十人被迫着表出最后的呪声｡
起来 !起来 !起来 !

我Ir]万企一心,
胃着故人的砲火前進

冒着故人的砲火前進
前退1.前述 !近 J.1'

江南的夙光

江南好
IU屠易

江南好.場景旧曾接O
日出江花;/1似火,

署来江水沫知藍C

能不症江南?

3,i<tu3'J,､If､

西北 的大草頗

畑 ノミ臣 巨く

I哨
姓
的
バ帆TiiJ山

1.*国国旗

中学人民共和国国旗是五星許旗｡中学人民共和

国国旗旗面力虹色象征革命O旗上的五新玉角星

及其相互英系象征共戸党領尊下的革命人民大団

結.星用黄色是力着在fI:地上見出光明,四塀小五

角星各有一角正対貴大星的中心点 表示Eg雄藩

一十中心而団結｡

未北的雪景

軌中国的菜食

菜系因地理､Je,-11候､/1俗､特戸的不同形成
了不同的地方夙晩 菜系的剖分単就況族的
快食特点而言,有八大英系之-軌 川菜,普
莱,卑菜,芥菜,湘菜, 斬菜,徽菜,陶

業｡

接下乗,拾大家介紹各具特色的夙味小
吃｡
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蚕 璽 室 意 ≡-:監

●研究の紹介 :郁丹 (三重大学)

遺伝子の研究が専門であるため､人類の起源について動画も使いながら面白く説明した｡

妻喜郎1分Ur I斗p-f牢.申･h.人組物 Tlr!-÷′
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I was chosen by Prof. Masako Fukuoka of Mie University Center for International Education and

Research as one of the foreign students who will do a small part time job in summer of August 2007.

At first, I have practically no idea on what this arubaito is all about because it was my first time

for such a work. Flowever, I did not hesitate to join the group of foreign students, Filipinos,

Brazilians, Chinese, Peruvian, Colombian and Spanish because most of them are my friends.

Moreover, I was interested in doing part time job especially with this kind of work.

Through a series of meeting with Fukuoka Sensei, we slowly learned the things that we were to

do in that part time job. That is basically, to teach elementary school kids of foreign descent like

Filipinos, Peruvian and Brazilians for two days in two different elementary schools in Mie

Prefecture.

I became so excited of the fact that I will be able to meet people from my country and from other

countries as well in this worthy endeavor.

Thus came the days of the part time job. Suzuka was for the first day and Matsusaka was for the

second day. When we arrived the site, we were welcomed enthusiastically by the school

administrators and some teachers. Then we started the activities first by introducing ourselves to

the kids and their teachers. AIso, we told them of our purpose of visiting their school. It was a lot

of fun. The school children eagerly paid attention to the different speakers who are their older

sisters and brothers.

『実践 :日本語教育Ⅰ&ⅠⅠ2007』企画実施報告- (2)

4.3 留学生､子供たち､参加した関係者の感想

1)留学生の感想

22日､23日に鈴鹿と松阪の小学校に行ってきました｡何をLに行ったかと言うと､在日の外

国の子供たちに母語で宿題を教えたり､皆で遊んだりしました｡疲れましたが､すごく楽しかっ

たです｡一つ感心したことがあります｡日本語がほとんど分からない子がいますが､最初は彼ら

はほとんど黙っていました｡しかし､私たちに声をかけられると､しゃべり始めました｡楽しそ

うな顔を見て､よかったと思いました｡皆さんは遠いところから､日本にやってきて､最初日本

語が分からなくて､つらいと思います｡しかし､日本に来た以上､日本語を勉強しなければなら

ないと思います｡ですから､皆さんに頑張ってほしいのは､まず日本語をしっかり勉強すること

です｡そして､日本語がよく分からないお母さん､お父さんたちに日本語を教えることです｡お

互いに勉強したら､日本での生活がさらに楽しくなると思います｡二つの学校から見ると､先生

方も外国人の子供たちによい教育をしてあげるために､頑張っていることが分かりました｡この

二日間､皆さんに教えに行きましたが､皆さんからも教わりました｡いろいろ見て､聞いて､す

ごく勉強になりました｡自分もさらに日本で頑張らなければならない気持ちが出てきました｡皆

さん､ありがとうございました｡(陳林妹)

IwaschosenbyProf.MasakoFukuokaofMieUniversltyCenterfわrlnternationalEducationand

ResearchasoneofthefbrelgnStudentswhowilldoasmallparttimejobinsummerofAugust2007.

Atfirst,Ihavepracticallynoideaonwhatthisarubaitoisallaboutbecauseitwasmyfirsttime

forsuchawork･However,IdidnothesitatetojointhegroupofforeignStudents,FiliplnOS,

Brazilians,Chinese,Peruvian,ColombianandSpanishbecausemostofthem aremyfriends.

Moreover,Iwasinterestedindoingparttimejobespeciallywiththiskindofwork.

ThroughaseriesormeetlngWithFukuokaSensei,weslowlylearnedthethingsthatwewereto

dointhatparttimejob･Thatisbasically,toteachelementaryschoolkidsoffbrelgndescentlike

FiliplnOS, Peruvian and Braziliansfortwodaysin twodifferentelementaryschoolsin Mie

Prefecture.

IbecamesoexcitedofthefactthatIwillbeabletomeetpeoplefrommycountryandfromother

countriesaswellinthisworthyendeavor.

Thuscamethedaysoftheparttimejob.SuzukawasfらrthefirstdayandMatsusakawasfらrthe

second day. When wearrived thesite,wewerewelcomed enthusiastically bytheschool

administratorsandsometeachers･ThenwestartedtheactivitiesfirstbylntrOduclngOurselvesto

thekidsandtheirteachers･Also,wetoldthem ofourpurposeofvisitingtheirschool.Itwasalot

offun.Theschoolchildreneagerlypaidattentiontothedifferentspeakerswhoaretheirolder

sistersandbrothers.
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We the foreign students of Mie University talked about our research as well as introduced our

countries to the kids. We were definitely detighted to see all of them enjoyed our Powerpoint

presentation that we prepared. Moreover, we taught them of their respective homeworks as well as

encouraged them to do their best always by studying hard. It was heart-warming indeed being part

of this group for two days, teaching small children of the importance of education in their lives' and

bringing with them the fulfillment and the joy of helping others. (Glenn P. Rayat)
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WethefbrelgnStudentsofMieUniversltYtalkedaboutourresearchaswellasintroducedour

countriestothekids.Weweredefinitelydelightedtoseeallofthem enjoyedourPowerpolnt

presentationthatweprepared･Moreover,Wetaughtthemoftheirrespectivehomeworksaswellas

encouragedthemtodotheirbestalwaysbystudyinghard･Itwasheart-warmlngindeedbeingpart

ofthisgroupfらrtwodays,teachingsmallchildrenoftheimportanceofeducationintheirlives,and

bringingwiththem thefulfillmentandthejoyofhelpingothers.(GlennP.Rayat)

｢夏休みの宿題の助っ人｣活功結束了,在福岡老師的精心准各下,以及各位留学生的切､

助下,終子図滴地結束了,丙天吋同忙忙禄禄,甚至有些疲食,但却非常有意又,拾我留

下了深刻的印象,也辻我感受到了-神被重視的感覚｡

那些可愛的核子桐由子父母在日本工作,在培言不通的情況下躍随父母来到日本,不管是

生活逐是学/1都会有一定的影桐｡周国的一切対他侶来脱都是郭公隔生,由子培言的英系,

他イ｢]-吋根碓交到朋友,有吋会根孤単,学刃也躍不上,甚至造成性格孤僻｡在返↑吋候,

迭梓的活功将拾小朋友イ｢]市来眼多萩原,不収在学/1上得到些搾帝助,更在精神有了交流

的机会,通辻帝戎便他的微底放松,不再背負太多精神圧力.

対干我イロ返些出口在外的済子釆説也不失力一十磨妹自己的好机会,我桐同伴面帖小朋友

イロ的困境,在荷助核子イロ的同吋,也感受到了-神国阪性的美髪｡(郁丹)

三重県で 10年間も住んでいると外国人の増加と定住化を見てきて､子どもたちは元気に育って

きているな､これから楽しみだなと期待をしています｡この企画によって､子ども達が先輩の私

たちと触れ合い､勉強をし続けることへの楽しさと大切さを少しでも学んだのではないかと思い

ます｡鈴鹿の桜島小学校では､ペルー人が多く参加してくれて､皆まじめに勉強をできてブラジ

ル人や日本人にはめられるほどだったので､とても嬉しかった｡しかも､全体的に皆が勉強に対

しての意欲があって､またゲームにも元気いっぱい遊んでくれてよかったと思います｡次の日の

松阪には､フィリピンの子どもたちがいっぱい来て､言語の面では不安だったけど皆英語や日
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『実践 :日本語教育Ⅰ&ⅠⅠ2007』企画実施報告- (2)

本譜ができて通じました｡ゲームの時間にはもう皆がへとへとだったけれども､無事に終わるこ

とができて､充実した二日間を送ることができたなと思います｡難しい漢字や通じない言葉では

学校生活が楽しくないはず､しかし､こうやっていろんな人と勉強したり遊んだりしたら､楽し

くできたと思います｡教育現場にいる私は､子ども達の言語習得などの問題を見ています｡彼ら

にとって言語は勉強をするために必要不可欠な道具です｡だから､彼らはこれからどうすれば楽

しく勉強できるのかを考えなければならない｡この企画のような活動にこれからもっと沢山の子

ども達が参加してほしいと思います｡ (カルロス･オチャンテ･村井)

2)教育関係者の感想

子どもたちは､一日とても楽しそうでした｡留学生のお姉さんやお兄さんが勉強していることを

パワーポイントを使って説明してくれたので､子どもたちにもわかりやすくとてもよかったです｡

特に人間の進化についての発表は面白かったです｡また､日本の学校での宿題は外国の子どもた

ちにとってとても難しいですが､この日は､母語で勉強を教えてもらって､わかった喜びをたく

さん味わうことができたと思います｡体育館での遊びもよかったです｡ みんなで遊ぶことによっ

て､ことばは違っても仲良くなれます｡遊びで子ども同士､大人と子供､が仲良くなれて本当に

よかったです｡ぜひまたこのような機会をつくれたらいいと思います｡ありがとうございました｡

<松阪市教育委員会 母語スタッフ ヤザキルミ>

子どもたちの生き生きした姿や素敵な笑顔をたくさん見ることができた一日でした｡まず､子

どもたちにとって､自分の国出身の大学生との出会いがとても嬉しく､そのことから大きな元気

をもらったようです｡外国人児童生徒にとって､教科の学習を理解することは非常に難しいこと

ですが､夏休みの宿題や算数を母語で教えてもらうという貴重な機会をいただき､子どもたちは

｢わかった｣喜びをたくさん味わうことができました｡また､松阪の場合､｢にじ教室｣の夏休み

スペシャルデーとして､いくつかの小中学校から参加者がありました｡体育館での遊びを通して､

子どもたちに新たなっながりができたことも大きな成果だったと思います｡福岡先生をはじめ留

学生の皆様には､参加する子どもたちの状況を踏まえて､さまざまな工夫や配慮をしていただき

ました｡ありがとうございました｡今後も､このように大学と連携させていただくことができた

ら素晴らしいと思います｡

<松阪市教育委員会 人権まなび課 水野宏美>
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3)子供たちからの手紙
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5.『夏休みの宿題の助っ人 :留学生の母語による学習支援』(07･8･22･/8･23･)から見

えくるものと今後の課題

本学の国際交流基金の助成を受け､『夏休みの宿題の助っ人 :留学生の母語による学習

支援』を企画した際に､また､日本で暮らす外国籍の子供たちにできることは何かを考え

た際に､夢を持ってもらうことが一番だと考えた｡一時滞在ではなく永住を視野に入れた

保護者の下で育つ彼らに､日本で暮らしていく自信を持ってもらいたい､生きていく方向

性を見出してもらいたいという思いで本活動を始めた｡日本全国で行われている外国籍児

童を支援する様々な取り組みや活動に関わる人々の思いには程遠く､叱責を受けるもので

あると思われるが､こうした思いが出発点であった｡

この思いを､本活動の主体となる留学生に理解してもらうことも､活動として大切なこ

とであり､時間をかける必要があったため､実施 5ヶ月前から何度かミーティングを行-

た｡留学生には､自分と同じ言語を話す子供達が近年増加していること､日本語や教科の

点で日本人の子供達と比べ遅れがちであること､日本滞在が長期化する親たちと母語や日
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この思いを､本活動の主体となる留学生に理解してもらうことも､活動として大切なこ

とであり､時間をかける必要があったため､実施 5ヶ月前から何度かミーティングを行-

た｡留学生には､自分と同じ言語を話す子供達が近年増加していること､日本語や教科の

点で日本人の子供達と比べ遅れがちであること､日本滞在が長期化する親たちと母語や日
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本譜でコミュニケーションが取れなくなっていることなどを理解した｡そし七､留学生が

なぜ遠い日本へわざわざ来て勉強しているのか､留学生の存在を彼らに知ってもらい､日

本で生きる目標を見出してほしいという趣旨も理解してくれた｡そして､彼らのHero､

Heroineにという目標を持って､自分の国や研究を紹介するパワーポイント資料の準備や

暑い体育館の中で ｢遊び｣の予行練習も積極的に参加してくれた｡2007年度は､たまた

まポル トガル語､スペイン語､タガログ語話者が留学生にいたことも､この活動が実現で

きた一因となった｡本活動の後で､これまで一言も話せなかったフィリピンから来た児童

が､積極的に学習に向かう姿が見られるようになったという嬉しい知らせも届いた｡現在､

本活動に参加した留学生は帰国または卒業しているが､子供達と過ごした楽しい2日間は､

｢宿題の助っ人｣たちにとっても日本で記憶に残る1貢を刻んだのではないだろうか｡

確かに､昨今日本生まれの外国籍の子供達は年々多くなる一方で､彼らを取り巻く身近

な環境では母語の重要性を考える余裕はないように思われる｡ 中島 (2008)は､2008年

度日本語教育学会中部地区研究集会においても､｢多文化共生社会を築く日本語講師へ :

母語指導における母語の役割｣というタイ トルで外国籍児童の母語の重要性を提唱してい

る｡ 外国籍児童の自分のルーツを知り､アイデンティティの確立を促す意味でも､母語保

持は重要であると思われるが､現実には厳しい状況がある｡ 日本で外国籍の子供達が生き

生きと育つ社会を目指して､文化庁による ｢生活者としての外国人｣事業が開始され(4)､

関係省庁や行政もようやく力を注ぎ始めている｡ NPOや市民ばかりでなく､ボランティ

ア日本語教師もその使命感に燃えて活動している姿は頼もしく感じられる｡

日本で暮らす外国籍児童を巡る課題は､日本語教育関係者は少なくとも共に一丸となっ

て考えなくてはならない課題であると思う｡ 本センターでも故森由紀教員が早くからこの

間題に関わり､活動を行っていたにもかかわらず､センターが共に取り組むべき課題とし

て認識しえなかったことが残念でならない｡今後も､単発的な事業で終わらせるのではな

く､継続的な取り組みとして活動を行い､本学の日本語教育関係者が団結して､大きな地

域支援活動をしていければと切に思う｡

6.おわりに

『実践 :日本語教育Ⅰ&Ⅱ2007』を実施することによって､多文化共生社会を共に築こ

うとする日本語ボランティア日本語教師､小中学校の教師､多くの日本語教育関係者と相

互交流を図ることができた｡また､地域の日本語教育の指導､地域の国際交流や異文化理

解への一助となることができ､本学の日本語教育専門家として､地域に何ができるか､何

が必要とされているか､これまで以上に理解を深めることができた｡今後も､国際交流セ
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ンクーの地域貢献のあり方について十分に検討し､地域のニーズに合った日本語教育の講

座を企画し､実施していきたい｡

謝辞 :『実践 :日本語教育Ⅰ&Ⅱ』の 『夏休みの宿題の助っ人 :留学生の母語による学習支援』(07･

8.22./8.23.)の活動を行うにあたり､三重県教育委員会の小中学校教育室､鈴鹿市教育委

員会､エスペランサ教室､松阪市教育委員会､にじ教室の関係者の皆様､共に活動した留学

生に心より御礼申し上げます｡なお､本報告における感想や写真等は掲載許可を得たもので

あることをお断り致します｡

注

1.国際交流基金は､三重大学が国際交流事業経費として助成するもので､①国際感覚をもった人

材の育成､②国際的な人間関係の構築､③学内体制の国際化､④グローバルな課題での国際共同

研究､⑤地域の国際交流への貢献を目的として助成が行われている｡

2.三重県の国際化が進んでいる｡ 2008年 1月 1日現在では県内の外国人登録者数が4万 9304人

で､調査が開始された 1989(平成元年)の 1万441人から約4･7倍となっている｡ また､約 191

万人の県人口に占める割合は過去最高の2･58%で､市町村で多いのは①鈴鹿市､②四日市市､③

津市､④伊賀市､⑤松阪市の順とな-ている｡ (http‥www･chunichi･co･jp/article/mie/20080101/

cK2008010102076444.html)

3.参加した学生は､日本での滞在が数年に渡る大学院所属の留学生､渡日後 1年未満の日本語が

十分話せない留学生､幼少期に渡目し三重で家族とともに暮らす学生､日頃留学生をサポー トす

る日本語学習サボ-トサークル ｢てらこや｣の日本人学生のメンバーたちである｡

4.文化庁 ｢生活者としての外国人｣事業として､｢三重大学ボランティア日本語講師養成講座 2007｣

では､｢言語学｣｢日本語学｣｢日本語史｣｢教授法｣｢語糞｣｢文法｣｢音声｣｢異文化理解｣｢異文

化間コミュニケーション｣｢待遇コミュニケーション｣｢多文化共生社会への理解｣｢総合指導実

習｣を三重大学国際交流センタ-で教授すると共に､外国人学習者に教えるための実践教育指導

｢実習｣を､久居国際交流協会の日本語教室の協力を得て行った｡
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